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ポンプユニットにオイルクーラが設置されている場合は６ヶ月毎にボンネットを開放し、ボン
ネットや冷却水管内部の冷却水経路を清掃してください。冷却水に含まれる異物が冷却水管に
詰まり、冷却性能の低下や冷却水管の破損を引き起こす恐れがあります。 
 
また、防食亜鉛棒は使用に伴い減少するので、1 ヶ月毎に防食亜鉛棒の大きさを確認し、元の体
積に対して 40%以下になれば防食亜鉛棒を交換してください。防食亜鉛棒が消失し、防食性能
が低下した場合、オイルクーラ本体が腐食・破損する可能性があります。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
オイルクーラ使用時は冷却水出口側のバルブを先に開けて、その後に冷却水入口側バルブを開
けて通水してください。冷却水出口側のバルブを閉めたまま入口側のバルブを開けると、サージ
圧が発生し、オイルクーラ本体や圧力計が破損する恐れがあります。 
 
オイルクーラを使用しない時、外気温が低く冷却水が凍結する可能性がある場合は冷却水を抜
いてください。凍結によりオイルクーラが破損する可能性があります。 
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